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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、認知科学と情報科学を有機的に結びつけつつ、詳細かつ厳密な実験室実験か

らの知見を、現実世界での「学び」場面へと繋ぐためのペダゴジカル情報基盤を構築するた

め、以下の３つの研究項目を実施している。 

 １．日常場面でも利用可能な
、、、、、、、、、、、

センサ群（e.g.ウェアラブルセンサ、携帯端末）を活用して、

インタラクション（学習・認知ログ）を高密度かつ長期的に計測すること【学びのインタラ

クション計測】。 

 ２．学習・認知ログを学習者本人（代理人）が分散 PDS(Decentralized Personal Data Store)

で蓄積し、そのデータを本人同意に基づき研究者が収集すること【学びのインタラクション

蓄積】。 

 ３．上記 1、２の学習・認知ログデータに基づき、「個」に応じたフィードバックを生成・

提案すること【学びのインタラクション活用】 

 

2021年度の主要な研究成果は、【学びのインタラクション蓄積】に関連して、学習・認知研

究のための分散型プラットフォーム Go-E-Monを開発し、実証実験でその有効性を確認した

点である。Go-E-MON(GOod Environment for Mankind ONline)は、オンラインで参加可能な

認知実験環境と橋田 Gらが開発する分散 Personal Data Store(PDS)とを連携させたもので

ある。これまでにも、ネットワーク上での（認知科学的）実験を可能とする提案は存在して

いたが、取得された実験結果は実験実施者の手元で一元管理されていたため、データ流通の

点で多くの課題を有していた。我々は分散 PDS（PLR）を活用して認知実験に参加した被験

者本人が自分のデータを分析したり、同意がとれた仲間間でデータを共有し分析したりす

ることを可能とした。Go-E-Mon は、プライバシーに配慮しつつ個々の参加者の「個性」や

「個人差」に特化したフィードバックを与えることを可能にした 1)。認知科学・学習科学

だけでなくマーケティングや「個」に応じた広告への応用が期待できる。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）研究代表者グループ（東京大学） 

① 研究代表者： 開一夫 （東京大学 大学院総合文化研究科 教授） 

② 研究項目 

・ペダゴジカル情報基盤の設計と実装 

 

（2）産総研グループ（産総研） 

① 主たる共同研究者：河本 満 （産業技術総合研究所人間拡張研究センター 主任研究員） 

② 研究項目 

・ウエラブルセンシング技術に関する研究開発 

・インタラクションの分析手法に関する研究開発 

 

(3) 橋田グループ（東京大学） 

① 主たる共同研究者：橋田 浩一 （東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授） 

② 研究項目 

・分散 PDS による学びの蓄積 
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